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事 業 報 告 書                 

平成 23 年度いきいき子育て応援事業  

事業名｜生きるチカラを育む子育て（親子と支援者の立場で学ぶ子育てサポート力向上プログラム 

① チッチメソッド・チャイルドコンサルタント ～アドラー心理学に基づく子育て支援者養成プログラム～ 

② ひとりで悩まないで！「楽育ワーク」 ～もっと子育てを楽しく、楽に考えられるように～ 

報告者｜一般社団法人チカク 代表理事  赤木美子            2012 年 3 月 12 日  

 

１．今回の事業の目的１．今回の事業の目的１．今回の事業の目的１．今回の事業の目的     

� ひきこもり･ニート、頻発する凶悪事件、止まない虐待事件......。そして、東日本を襲った未曾
有の大災害。これからの日本でますます必要となる「社会と調和して⼒強く⽣きていける⼦ど
も」を地域で育む支援従事者の育成と、その質的向上をめざす。 

� 思い切ってまとまった時間数をかけた研修と、講師によるワークショップ（実習）の組み合わ
せで、地域の⼦育てサポート⼒を向上する。 

 

２．事業目的の対象となる参加者２．事業目的の対象となる参加者２．事業目的の対象となる参加者２．事業目的の対象となる参加者     

� 「チッチメソッド・チャイルドコンサルタント」は、志ある⼦育て支援事業に従事する人材。
事例研究の意味から保護者の⽴場から学びたいという希望者を数名受け⼊れた。 

� 「ひとりで悩まないで！楽育ワーク」は、主に⼦育て中の保護者をターゲットとし、その悩み
に寄り添うワークショップと、支援者の視点から振り返る実習を組み合わせた。 

 

３．目標の達成度３．目標の達成度３．目標の達成度３．目標の達成度     

� 目標｜発想の転換、問題の顕在化。具体的な⽅法論を学び、現場で体験する  
� 結果｜保護者・支援者の⽴場の両⾯から、固定観念を外すことができたように思う。また個々

の体験談として事例を発表した参加者と問題点を共有し、その問題・参加者に対する講師の支
援を目のあたりにすることで、支援者としてのスキルアップ、保護者の気付きの機会になった。 
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４．事業参加者等、受益者の満足度４．事業参加者等、受益者の満足度４．事業参加者等、受益者の満足度４．事業参加者等、受益者の満足度     （アンケートや事業終了後の参加者の感想な（アンケートや事業終了後の参加者の感想な（アンケートや事業終了後の参加者の感想な（アンケートや事業終了後の参加者の感想などから）どから）どから）どから）     

� 講師の圧倒的な知識・支援のスキルを間近に⾒て体験し、さらに⾃らの問題を深く掘り下げ⾃
省する場⾯が多々あった。記述式のアンケートにその痕跡が伺える。 

� この講座で使われたアドラー⼼理学の⼿法では、参加者の問題点を、家庭での対象者（親⼦）
の会話レベルに落とし込み、そこでどんな感情のやり取りが⾏われたのか明らかにしつつ、ど
のような別案が存在したか、本人を含め参加者で討議していく。印象深かったのは「あらゆる
支援機関・講座などを受けたが⼦育てが苦しい。２０時間で⼦育てが楽になるのでしたら受講
したい」と申し込みのあった保護者。頑なな態度が日を追うごとにほぐれ、彼⼥⾃⾝もさまざ
まな葛藤の中で⾃ら考え実際の⼦育ての場⾯で学んだことを実践し、⼦どもとの関係性に改善
が⾒られた。彼⼥の存在とその問題提起は、すべての受講⽣に深く考える機会を与え、感動的
ですらあった。 

 

５．結果５．結果５．結果５．結果     

想定内でよかったこと…  

� 講師の圧倒的な知識、支援のスキルの⾼さ。期待以上であった。参加者同⼠の交流も⽣れ、参
加した関係者から、⼦供向け防災プログラムの出前講座の依頼をいただいた。  

想定内で悪かったこと 

� 倉敷市の支援センターよりまとめて申し込があり受け⼊れたが、欠席が多かった。 

想定外でよかったこと 

� 深刻な問題を抱える保護者から支援講座に申込があり、聞き合わせた内容とその個性が強烈で
受⼊を迷う場⾯があった。講師と相談の上、支援を一番必要としている人を救うことが出来れ
ばと思い受け⼊れた。 

� 下掲の事由により、カリキュラム・テキスト変更を⾏い、参加者の費用負担が軽減、受け⼊れ
人数も増加することができた。  

想定外で悪かったこと 

� 講師とアドラー・ギルドとの連絡の⾏き違いにより、①支援者向け講座が当初タイトルに挙げ
た「パセージ」の名称・テキストを使って実施することが難しいことが判明したため、趣旨を
そこなわない範囲でカリキュラムを変更。このため日程が当初の目論⾒より遅くなった。 
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６．さらなる目的達成または本事業で対応す６．さらなる目的達成または本事業で対応す６．さらなる目的達成または本事業で対応す６．さらなる目的達成または本事業で対応する課題の解決のために来年度実施する内容る課題の解決のために来年度実施する内容る課題の解決のために来年度実施する内容る課題の解決のために来年度実施する内容     

� ⾼学歴で転勤などで孤⽴しがちな⾼齢で初産を迎えた⺟親に対する支援の必要性を強く感じ
た。継続して、⼒のある講師を迎えて支援者のスキルアップを図る。 

�  参加者のネットワーク化。⼝コミによる支援の輪の広がりを目指したイベントの開催など。 
 

７．担当者所感（担当者による補足、反省事７．担当者所感（担当者による補足、反省事７．担当者所感（担当者による補足、反省事７．担当者所感（担当者による補足、反省事 項）項）項）項）     

� ⾏政の支援スタッフにやや意識の薄さを感じた。何らかの専門性を持つがゆえの印象なのかど
うか、迷うところである。スタッフの能⼒・人間性によって、支援を求める保護者も変わって
くる。多様な人材を支援スタッフとして育成する必要性を感じた。 

� 発達障害、双⽣児における個性の違いによる対応の仕⽅の違い、⺟親⾃⾝のメンタルの弱さな
ど、保護者⾃⾝が問題を感じて、今回のような講座を受けようとした場合、その問題は半分以
上、解決している。深刻なのは親が全く気づいていないか、目をそむけている場合。今回の講
座と並⾏して⾏った⼦育て支援事業の中で、このようなケースが散⾒され気になっている。 

� 倉敷市の託児の仕組みがボランティアベースの不確実なものだったので、総社のNPOに有料で
支援を依頼した。 
 

チカクが行う防災教育プログラムについて 

｜参考資料 山陽新聞 2011.12.2 記事より 
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１．１．１．１．楽しい子育ての工夫（勇気づけとは）｜楽しい子育ての工夫（勇気づけとは）｜楽しい子育ての工夫（勇気づけとは）｜楽しい子育ての工夫（勇気づけとは）｜2012201220122012 年年年年 12121212 月４日（日）月４日（日）月４日（日）月４日（日）     

 

２．２．２．２．子どもの発達・安全（虐待防止の工夫）｜子どもの発達・安全（虐待防止の工夫）｜子どもの発達・安全（虐待防止の工夫）｜子どもの発達・安全（虐待防止の工夫）｜2012201220122012 年年年年 12121212 月月月月 18181818 日（日）日（日）日（日）日（日）     

 

 


